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与えられたサンプルに対して、できるだけ高い精度でその量子状態を推定することは重要な問

題である。しかし、推定精度の理論限界を達成する最適な測定基底は、その測定対象の状態に依

存してしまう（ので、決定できない）という問題がある。この問題に対して、個々の量子の測定

結果に応じて、毎回測定基底を最適化する適応量子状態推定という方法が提案され[1]、その最適

性（強一致性、漸近有効性）が数学的に証明されている[2]。我々は、この適応量子状態推定を、

直線偏光の光子の偏光状態に対し実現[3]、最近任意の光子の偏光状態（3 パラメータ）の推定も

行った[4]。しかし、これまでの方法は同一のサンプルすなわち時間的に変化しない量子状態のみ

を対象としたものであった。 

今回我々は、状態が時間的に変化する場合に対する連続適応量子状態推定を提案し、実験を行

ったので報告する。図 1は、構築した連続適応量子状態推定の実験系である。半波長板 HWP2の

回転角度 θ を時間的に変化させることで、状態準備系から射出される光子を、測定系で測定基底

を変えながら観測する。測定系では偏光回転素子として液晶偏光素子(LCR)を使用[5]、測定系に

入力された光子は検出器 D0、D1 のいずれかで検出され、その個々の光子の検出結果を元に、推

定値と最適な測定基底を決定する尤度関数を更新する。提案する連続適応量子状態推定では、直

近の決められた個数(S)の結果のみを尤度関数に反映させることで、連続変化に対応した推定を行

うことが可能となる。発表では、実験結果をシミュレーションと比較しつつ議論する予定である。 
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図 1：連続適応量子状態推定の実験系 
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